
  

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

     
 

   

 
 

 

               

 

筑
波
み
や
げ 

刀
陽
子 

 
｢

明
治
三
十
一
年
八
月
、
刀
陽
子
暑
中
休
暇

に
乗
じ
、
二
年
生
、
根
本
氷
月
、
羽
生
一
風
、

岩
瀬
竹
翠
の
三
生
と
共
に
筑
波
町
に
遊
び
、
字

東
山
【
現
つ
く
ば
市
筑
波
東
山

】
横
山
竹
次
郎
氏
の

宅
を
借
受
け
、
自
炊
を
な
し
て
植
物
採
集
に
従

事
す
。
居
る
こ
と
半
月
、
植
物
採
集
の
傍
【
か

た
わ
ら

】
自
宅
に
山
野
に
幾
多
の
土
産
を
採
集

せ
り
。
植
物
に
あ
ら
ず
、
動
物
に
あ
ら
ず
、
将

た
鉱
物
に
も
あ
ら
ず
、
ア
ア
そ
も
如
何
【
何
如

】

な
る
も
の
な
る
べ
き
乎
、
土
産
の
真
味
を
知
ん

【
し
ら
ん

】
と
欲
す
る
も
の
は
試
み
に
左
の
数

項
を
読
み
給
へ
。｣ 

 

刀
陽
子
は
、
理
科
岡
田
毅
三
郎
先
生(

在
職

1897

［
明
治
30
］
年
～

1899

年)

。
２
年
生(

中
１
回)

根
本
氷

月
、
羽
生
一
風
、
岩
瀬
竹
翠
は
、
各
々
、
根
本

亀
一
郎
、
羽
生
英
雄
、
岩
瀬
茂
一
と
思
わ
れ
ま

す
。 

 

一 

刀
陽
子
昼
飯
に
窮
す 

 
｢

刀
陽
子
八
月
休
暇
に
乗
じ
、
二
三
の
学
生

と
共
に
自
炊
を
な
し
て
、
植
物
採
集
に
従
事
せ

ん
こ
と
を
約
す
、
早
朝
自
宅
を
発
し
て
筑
波
町

に
至
り
、
横
山
竹
次
郎
氏
の
宅
を
借
受
け
、
悠

然
一
家
の
主
人
公
と
な
り
し
も
学
生
諸
子
未

だ
着
せ
ず
、
待
つ
こ
と
数
時
、
鶴
首
門
外
に
出

て
【
い
で

】
し
も
亦
見
え
ず
、
時
正
に
二
時
空

腹
を
感
ず
る
こ
と
甚
だ
し
、
旅
店
【
り
ょ
て
ん 

は
た
ご
や
。
宿
屋

】
に
行
か
ん
か
素
志
に
背
く
、

炊
【
か
し

】
が
ん
か
鍋
な
く
釜
な
く
又
飯
米
な

し
、
居
を
坐
の
一
隅
に
占
め
て
惘
然
【
ぼ
う
ぜ

ん 

呆
然

】
自
失
之
を
久
う
す
、
隣
家
の
横
山
権

平
氏
、
慈
善
の
聞
え
高
し
、
幸
に
氏
の
恵
み
に

よ
り
て
纔
【
わ
ず
か

】
に
飢
を
癒
す
を
得
た
り
。｣ 

 

 
 

先
生
は
、｢

大
々
的
の
横
着
も
の｣

と
後
述
し

て
い
る
と
お
り
、
自
炊
な
ど
と
て
も
無
理
で
、

そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
生
徒
を
誘
っ
た

よ
う
で
す
。
調
理
器
具
や
食
料
も
持
た
ず
に
手

ぶ
ら
で
来
た
わ
け
で
す
か
ら
、
先
生
の｢

大
々

的
の
横
着
も
の｣

は
本
物
で
す
。
先
生
が
長
時

間
待
ち
惚
け
を
食
ら
っ
た
の
も
、
生
徒
た
ち
が

遅
れ
た
の
で
は
な
く
、
先
生
が
約
束
の
時
刻
を

間
違
え
て
、
早
く
来
過
ぎ
た
た
め
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 
 

二 

二
生
番
頭
に
簸
弄
せ
ら
る 

 

生
徒
た
ち
は
、
到
着
す
る
と
早
速
、
自
炊
生

活
の
準
備
を
命
じ
ら
れ
、
氷
月
・
一
風
の
二
君

が
、
世
帯
道
具
の
買
い
出
し
に
出
た
よ
う
で
す
。 

｢

氷
月
一
風
の
二
生
、
三
丁
目
(注 1)

飯
田
屋
に

至
り
て
世
帯
道
具
を
買
ふ
、
曰
く｢

ラ
ン
プ｣

曰
く
擂
鉢
【
す
り
ば
ち

】
曰
く｢

マ
ツ
チ｣

と
、
番

頭
其
尋
常
の
顧
客
に
非
ら
ざ
る
を
知
り
、
簸
弄

【
は
ろ
う 

も
て
あ
そ
ぶ

】
一
番
、
曰
く
謂
ふ
に
諸

氏
研
学
の
た
め
に
登
山
せ
し
も
の
な
ら
ん
、
曰

く
『
ク
ズ
』
を
取
る
所
の
植
物
を
知
る
か
、
曰

く
『
ア
ブ
ラ
虫
』
の
駆
除
法
を
知
る
か
と
、
二

生
答
ふ
る
所
な
く
、
蒼
皇
【
そ
う
こ
う 

倉
皇
・
蒼

惶 

あ
わ
て
ふ
た
め
く
さ
ま

】
買
物
を
提
け
【
さ
げ

】

て
帰
る
。｣

 
 
  

 
 (注 1)

三
丁
目 

 

３
代
将
軍
徳
川
家
光
に
よ
る
筑
波
山
諸
堂
建
築
に
際

し
、
資
材
運
搬
用
に
、
北
条
か
ら
神
郡
を
経
て
、
真
っ
直

ぐ
に
筑
波
山
神
社
に
至
る
新
し
い
道
が
造
ら
れ
た
。
こ
れ

が
、
筑
波
山
参
詣
の｢

表
道｣

と
な
り
、
神
社
下
の
坂
道
沿

い
に
約
700

ｍ
に
わ
た
っ
て
人
家
が
で
き
た
。
こ
れ
を
距
離
一

丁
毎
に
区
切
っ
て
、
上
か
ら
一
丁
目
、
二
丁
目
、
三
丁
目

と
呼
び
、
六
丁
目
ま
で
あ
る
。 

 

筑
波
山
に
は
、
魑
魅
魍
魎(

ち
み
も
う
り
ょ
う)

ば
か
り
で
は
な
く
、
人
間
界
に
も
物
の
怪
擬
き

(
も
の
の
け
も
ど
き)

の
人
物
が
い
た
よ
う
で
す
。

飯
田
屋
の
番
頭
は
、
中
学
２
年
生
の
、
13

乃
至

14

才
の
少
年
に
は
、
と
て
も
太
刀
打
ち
で
き
る

御
仁
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
｢

ク
ズ(
葛)

｣

は
、
マ
メ
科
ク
ズ
属
の
つ
る
性

の
多
年
草
で
、
山
野
に
自
生
し
て
い
ま
す
。
根

を
用
い
て
葛
粉
や
漢
方
薬
が
作
ら
れ
、
万
葉
の

昔
か
ら｢

秋
の
七
草｣
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
番
頭
は
、｢
ク
ズ｣

を｢

葛
粉｣

の
意
味

で
使
っ
て
い
る
の
で
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は

余
計
に
分
か
り
に
く
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

三 

氷
月
子
経
済
の
名
を
受
く 

 
｢

氷
月
子
、
我
採
集
団
の
新
家
族
に
於
て
、

常
に
財
政
を
司
る
、
器
具
の
買
入
食
料
の
調
達

等
、
総
て
節
倹
を
努
め
、
殊
に
買
物
の
懸
け
引

最
も
巧
な
り
、
団
中
称
し
て
経
済
家
と
云
ふ
、

東
山
の
児
童
等
氷
月
子
を
目
し
て
曰
く
『
経
済

サ
ン
』
『
経
済
サ
ン
』
と
、
仮
称
遂
に
氷
月
子

の
本
名
と
な
る
。｣ 

 

飯
田
屋
の
番
頭
に
弄
ば
れ
た
氷
月
君
で
し

た
が
、
次
第
に
そ
の
隠
れ
た
商
才
を
発
揮
す
る

よ
う
に
な
り
、
飯
田
屋
の
番
頭
と
も
互
角
に
渡

り
合
う
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
 ｢

経
済｣

と
い
う
言
葉
は
、｢

経
世
済
民｣

の
略

語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
幕
末
維

新
期
に
入
る
と
、
古
典
派
経
済
学
に
お
け
る

"p
o
litica

l 
e
co

n
o
m

y
" 

の
訳
語
と
し
て
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。｢

経
済｣

の
語
が

使
わ
れ
出
し
た
の
は
、
福
沢
諭
吉
が｢

経
済｣

の
語
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
と
さ
れ
、
明
治
後
期
に
は
、
一
般
に
も

広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
団
員
た
ち
も
、
早
速
、

そ
の｢

経
済｣

を
使
っ
た
よ
う
で
す
。
子
供
た
ち

は
、
初
め
て
耳
に
す
る
言
葉
で
し
た
の
で
、
面

白
が
っ
て
、｢

経
済｣

の
意
味
も
分
か
ら
ず
に
、

呼
び
掛
け
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

四 

一
風
子
横
山
の
細
君
を
驚
か
す 

 
｢

採
集
団
の
組
織
已
に
成
り
、
自
炊
の
役
割

已
に
定
ま
り
し
も
、
炊
事
を
知
る
も
の
一
人
も

な
し
、
刀
陽
子
は
大
々
的
の
横
着
も
の
、
氷
月

一
風
二
生
は
各
一
地
方
の
貴
公
子
に
し
て
、
炊

事
の
経
験
な
き
知
る
べ
き
の
み
。
家
族
三
人
薪

水
【
し
ん
す
い 

薪
を
拾
い
水
を
汲
む
こ
と
。
広
く
、
炊
事
・

家
事

】
を
躬
【
み
ず
か

】
ら
す
る
の｢

コ
ツ
ク｣

な

し
、
隣
家
横
山
の
細
君
に
就
き
二
生
を
し
て
伝

習
せ
し
む
、
一
風
子
一
回
に
し
て
炊
事
の
妙
を

得
、
こ
れ
よ
り
決
し
て
失
敗
せ
る
こ
と
な
き
の

み
な
ら
ず
硬
軟
宜
し
き
を
得
、
庖
厨
【
ほ
う
ち

ゅ
う 

く
り
や
。
台
所

】
大
に
美
味
を
加
ふ
、
細
君
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進修同窓会 HPにアクセス 

土浦中学校第１回卒業生 
左後方に写っている少女と母親と思われる女性は、当時珍

しかった写真撮影を見学に来たものと思われる（『進修百年』） 



  

 

其
機
敏
に
敬
服
す
、
是
よ
り
我
採
集
団
全
く
自

炊
を
な
す
を
得
た
り
。｣ 

 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
 

 
親
元
を
離
れ
て
生
活
す
る
と
、
氷
月
君
に
は

会
計
の
、
一
風
君
に
は
調
理
の
、
隠
れ
た
才
能

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
刀
陽
子
先
生
が
、
こ
う

し
た
才
能
ま
で
見
込
ん
で
三
君
を
採
集
団
に

誘
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
土
中
生
の

多
才
ぶ
り
が
窺
え
ま
す
。 

 

五 

噌
塊
椀
に
満
つ 

 
｢

筑
波
に
至
る
の
当
初
、
総
て
一
風
子
の
自

宅
よ
り
寄
贈
の
諸
品
を
以
て
供
給
し
、
庖
厨
常

に
余
り
あ
り
、
居
る
こ
と
数
日
、
贈
品
已
に
耗

【
へ
ら

】
し
尽
し
て
又
余
儲
【
よ
ち
ょ 

余
り
。
蓄

え

】
な
し
、
商
店
よ
り
取
寄
せ
ん
か
、
余
等
始

め
て
【
初
め
て

】
筑
波
に
遊
び
未
だ
市
塵
【
し
じ

ん 

市
中
の
土
け
む
り
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
地
域
の
様
子

】

を
審
【
つ
ま
び
ら
か

】
に
せ
ず
、
転
々
那
移
【
転
々

と
移
る
こ
と

】
数
日
に
亘
り
、
厨
【
く
り
や

】
に

一
物
な
く｢

コ
ツ
ク｣

大
に
窮
す
、
刀
陽
子
一
計

を
案
じ
、
門
前
に
戯
れ
る
児
童
に
賃
し
て
捜
査

を
托
す
、
彼
等
大
に
喜
び
東
奔
西
走
直
に
巨
大

の
南
瓜
【
カ
ボ
チ
ャ

】
二
を
提
け
て
来
る
、
氷
月

子
大
に
喜
び
直
ち
に
刀
を
加
へ
て
鍋
中
に
投

す
【
と
う
ず

】
、
烹
煮
之
れ
を
久
う
す
、
煮
将
に

成
ら
ん
と
す
る
の
此
ほ
ひ
未
だ
加
醤
【
か
し
ょ

う 

醤
は
、
ひ
し
お
。
み
そ
の
類

】
せ
ざ
る
こ
と
を
悟

る
、
周
章
狼
狽
遂
に
厨
房
を
探
り
数
匙
【
す
う

し

】
の
噌
塊
を
投
ず
、
煮
已
に
成
る
、
一
同
皆

喜
び
近
来
の
珍
味
な
ら
ん
と
、
進
ん
で
膳
に
向

ひ
て
各
箸
を
取
る
、
甲
曰
く
噌
塊
、
乙
曰
く
噌

塊
と
、
噌
塊
椀
に
満
ち
瓜
塊
【
か
か
い

】
を
噛

む
こ
と
稀
な
り
。｣

 

 
 

筑
波
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
町
の
人(

採

集
団
一
行)

が
よ
ほ
ど
珍
し
か
っ
た
の
か
、
毎

日
、
そ
の
様
子
を
見
に
来
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

刀
陽
子
先
生
、
そ
の
子
供
た
ち
を｢

使
い
走
り

(

つ
か
い
ば
し
り 

つ
か
い
っ
ぱ
し
り)

｣

に
使
う
と
は
、

横
着
者
な
ら
で
は
の
才
覚
で
す
。
上
手
い
こ
と

手
に
入
れ
た
カ
ボ
チ
ャ
で
し
た
が
、
氷
月
君
が

煮
込
み
過
ぎ
て
、
ス
ー
プ
状
に
な
っ
て
し
ま
い
、

慌
て
て
加
え
た
、
古
い
味
噌
の
塊
は
溶
け
ず
に

残
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
、
当
時
は
、

｢

一
汁
一
菜｣

が
当
た
り
前
で
し
た
か
ら
、
カ
ボ

チ
ャ
の
味
噌
ス
ー
プ
で
、
何
と
か
腹
は
満
た
せ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

六 

筑
波
は
脚
気
の
好
療
地 

 
｢

三
伏
鑠
金
【
さ
ん
ぷ
く
し
ゃ
っ
き
ん

】
の
候

(注 2)

、

筑
波
に
到
り
し
に
絶
え
て
苦
熱
煩
悶
の
日
な

し
、
実
に
筑
波
は
避
暑
の
好
地
な
る
の
み
な
ら

ず
這
般
【
し
ゃ
は
ん 

こ
れ
ら

】
の
経
験
に
よ
り
て
、

又
脚
気
の
好
療
地
な
る
を
知
れ
り
、
刀
陽
子

年
々
歳
々
脚
気
に
罹
り
殆
ん
と
【
ほ
と
ん
ど

】
寧

歳
【
ね
い
さ
い 

安
ら
か
な
年

】
な
し
、
始
め
て
筑

波
に
至
る
時
脚
疾
身
に
あ
り
歩
行
に
艱
【
く
る

し

】
む
、
居
る
こ
と
数
日
、
医
薬
を
須
【
ま

】

た
ず
病
全
く
癒
ゆ
、
由
来
筑
波
の
地
、
水
清
く

気
爽
か
に
転
地
療
養
の
一
好
地
な
り
。｣ 

              

(注 2)

三
伏
鑠
金
の
候 

 

三
伏
は
、
初
伏(

夏
至
の
後
の
３
番
目
の
庚(

か
の
え)

の
日)

、
中

伏(

夏
至
の
後
の
４
番
目
の
庚
の
日)

、
末
伏(

立
秋
の
後
の
最
初
の

庚
の
日)

を
指
し
、
時
候
の
挨
拶
で
、
酷
暑
の
候
を
い
う
。

鑠
金
は
、｢

金
属
を
溶
か
す｣

と
い
う
意
味
で
、
金
属
も
溶

け
て
し
ま
う
よ
う
な
暑
さ
を
表
し
て
い
る
。 

脚
気
は
、
ビ
タ
ミ
ン
B1

の
欠
乏
に
よ
り
起
こ

り
、
倦
怠
感
・
手
足
の
し
び
れ
・
む
く
み
な
ど

か
ら
始
ま
り
、
末
梢
神
経
の
麻
痺
や
心
臓
肥
大
、

浮
腫
を
来
し
、
甚
だ
し
い
場
合
に
は
、
心
不
全

に
よ
り
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
、
そ
れ
ま
で
主
に
玄
米
を
食
べ
て

い
た
江
戸
や
大
坂
の
人
々
に
白
米
食
が
広
ま

る
と
、
脚
気
が
流
行
し
た
た
め
、｢

江
戸
患
い｣

或
い
は｢

大
坂
腫
れ｣

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
明
治

に
入
っ
て
も
、
脚
気
の
流
行
は
続
き
ま
し
た
。

1894

［
明
治
27

］
年
の
日
清
戦
争
で
は
、
４
万
人

を
超
え
る
脚
気
患
者
が
出
て
、
死
者
が
４
千
人

近
く
に
上
り
、
日
露
戦
争
で
は
、
25

万
人
も
の

患
者
が
出
て
、
戦
傷
病
死
者
４
万
余
人
の
う
ち

病
死
者
が
３
万
人
を
占
め
、
病
死
者
の
多
く
は

脚
気
心(

衝
心
性
脚
気
。
ビ
タ
ミ
ン
B1

欠
乏
症
に
よ
る
心

不
全)

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ン
食
が
日
常
の
欧
米
人
や
麦
飯
を
食
べ
て

い
る
人
に
は
、
脚
気
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

食
事
に
関
係
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
は
、
薄
々

分
か
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
当
時
は
、
戦
地

に
行
け
ば
白
米
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
貧
し

い
時
代
で
、
戦
場
で
は
、
死
地
に
赴
か
せ
る
兵

士
に
白
米
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ
た
い
、
と

い
う
部
隊
長
た
ち
の
思
い
も
強
か
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
の
後
も
、
そ
の
原
因
が
解
明
さ
れ
ず
、

結
核
と
並
ん
で
、
２
大
国
民
病
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
で
し
た
。 

 

1911

［
明
治
44

］
年
に
ビ
タ
ミ
ン
B1

が
発
見
さ

れ
、

1924

［
大
正
13

］
年
に
は
、
日
本
で
も
、
脚

気
の
主
因
は
、
そ
れ
の
欠
乏
で
あ
る
こ
と
が
公

的
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、

年
間
に
１
万
人
前
後
の
人
が
脚
気
で
亡
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
白
米
こ
そ
が
ご
馳

走
と
い
う
日
本
の
食
文
化
が
原
因
で
あ
り
、
死

者
が

1,000

人
を
下
回
っ
た
の
は
、
十
分
な
副
食
を

摂
る
習
慣
が
広
ま
っ
た

1950

年
代
で
し
た
。 

 

1898

［
明
治
31

］
年
当
時
、
脚
気
の
原
因
は
不

明
で
し
た
か
ら
、
刀
陽
子
先
生
も
、
筑
波
の
水

や
空
気
が
脚
気
に
効
い
た
と
思
い
込
ん
で
い

ま
す
。
が
、
脚
気
が
良
く
な
っ
た
の
は
、
一
風

君
の
家
か
ら
頂
い
た
玄
米
あ
る
い
は
麦
飯(

田

舎
で
は
玄
米
食
や
麦
飯
が
普
通
で
あ
っ
た)

を
食
べ
た

こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

七 

土
浦
の
植
木
屋 

 
｢

理
学
士
大
渡
忠
太
郎
氏
(注 3)

、
嘗
て
大
学
に

あ
り
て
未
だ
学
生
た
り
し
時
、
数
年
間
毎
年
筑

波
に
来
り
て
採
集
を
試
み
き
、
里
人
之
を
赤
門

(注 4)

の
植
木
屋
と
称
し
全
町
殆
ん
と
知
ら
ざ
る

も
の
な
し
、
一
行
毎
日
胴
乱
(注 5)

を
負
ひ
朝
に
山

に
入
り
て
夕
に
帰
る
、
町
内
忽
ち
伝
へ
て
曰
く

東
山
に
土
浦
の
植
木
屋
来
れ
り
と
。｣

 

 

(注 3)

大
渡
忠
太
郎(

1867
［
慶
應
３
］
年
～
1953
［
昭
和
28
］
年)

 
 

植
物
学
者
。
東
京
帝
国
大
学
植
物
学
科
卒
業
。
同
大

助
手
。
1899

［
明
治
32

］
年
に
志
願
兵
と
し
て
入
隊
し
た
た

め
退
官
。
1901

［
明
治
34

］
年
、
第
六
高
等
学
校(

現
岡
山
大

学)

教
授
に
就
任
。
中
世
以
来
途
絶
え
た
と
さ
れ
て
い
た

キ
ク
ザ
ク
ラ
を
発
見
、
校
庭
に
植
え
た
。
松
本
高
等
学
校

(

現
信
州
大
学)

で
は
第
２
代
校
長(

在
任 

1921

［
大
正
10

］

年
～
1927

［昭
和
２
］年)

を
務
め
、
同
校
跡
の｢

あ
が
た
の
森

公
園｣

に
は
、
在
任
中
に
購
入
・
植
栽
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ

の
大
木
が
残
って
い
る
。 

 

(注 4)

赤
門 

 

東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
校
門
の
一
つ
。
正
門
で
は

な
い
。
大
学
の
敷
地
に
は
、
江
戸
時
代
加
賀
藩
前
田
家
の

屋
敷
が
あ
り
、
1827
［
文
政
10

］
年
、
将
軍
家
斉
の
娘
が
前

田
家
に
嫁
し
た
際
に
、
上
屋
敷
の
御
守
殿
門
と
し
て
建

造
さ
れ
た
。
丹
で
朱
塗
り
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
赤
門
と

呼
ば
れ
、
1877

［
明
治
10
］
年
に
、
東
京
大
学
に
移
管
さ
れ

る
。
1931

［昭
和
６
］年
に
旧
国
宝
に
指
定
さ
れ
た(

現
在
は
重

要
文
化
財)

。 
 

(注 5)

胴
乱 

 

採
集
し
た
植
物
を
入
れ
て
持
ち
歩
く
円
筒
状
の
容
器
。 

 
 

当
時
、｢

植
物
学(

者)
｣

や｢

植
物
採
集｣

な
ど

の
言
葉
を
知
っ
て
い
た
の
は
、
学
生
や
知
識
人

の
み
で
し
た
。
植
木
屋
は
、
作
庭
用
の
草
木
を

山
中
へ
入
っ
て
探
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
、
植
物
採
集
を
し
て
い
る
人
た
ち
も
同
じ

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
思
い
、｢

植
木
屋｣

と
呼
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
植

物
採
集
ぐ
ら
い
で
、
た
ち
ま
ち
地
域
の
評
判
に

な
る
と
は
、
実
に
の
ど
か
な
集
落
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

(

高
21

回 

松
井
泰
寿) 

東山から見た男体山（左）と女体山（右） 


